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だからこそ、あなたがたはあらゆる熱意を傾けて、

信仰には徳を、徳には知識を、

知識には自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、

敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい。

　　　　　　　　第二ペテロ１章５～７節

年間聖句
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主日礼拝
２０２０年　７月 ５日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 受付 ： 本多節子姉
　パワーポイント ： 本多悟兄　　　感謝の祈り ： 若村めぐみ姉

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

聖 餐 式

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

若村めぐみ姉

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 主イエスの十字架の血で」

「 Oh Give Thanks」

聖歌３９２番「 神はひとり子を」

聖歌２８０番「 わがため十字架の」

　ローマ１１章２４節～３６節

「 神がすべての人を不従順に閉じ込めた意味」

聖歌４５８番「 すみよりもくろき心なれど」

福音讃美歌２５９番「 ともにパンを分け合おう」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後の昼食会は

コロナ終息までお休みとします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

ローマ１１章２４節～３６節
24, あなたが、 本来野生であるオリーブから切り取られ、 元の性質に反して、

栽培されたオリーブに接ぎ木されたのであれば、 本来栽培された枝であった彼

らは、 もっとたやすく自分の元のオリーブに接ぎ木されるはずです。

25, 兄弟たち。 あなたがたが自分を知恵のある者と考えないようにするため

に、 この奥義を知らずにいてほしくはありません。 イスラエル人の一部が頑な

になったのは異邦人の満ちる時が来るまでであり、

26, こうして、 イスラエルはみな救われるのです。 「救い出す者がシオンから現

れ、 ヤコブから不敬虔を除き去る。

27, これこそ、 彼らと結ぶわたしの契約、 すなわち、 わたしが彼らの罪を取り

除く時である」 と書いてあるとおりです。

28, 彼らは、 福音に関して言えば、 あなたがたのゆえに、 神に敵対している

者ですが、選びに関して言えば、父祖たちのゆえに、神に愛されている者です。

29, 神の賜物と召命は、 取り消されることがないからです。

30, あなたがたは、かつては神に不従順でしたが、今は彼らの不従順のゆえに、

あわれみを受けています。

31, それと同じように、 彼らも今は、 あなたがたの受けたあわれみのゆえに不

従順になっていますが、 それは、 彼ら自身も今あわれみを受けるためです。

32, 神は、 すべての人を不従順のうちに閉じ込めましたが、 それはすべての人

をあわれむためだったのです。

33, ああ、 神の知恵と知識の富は、 なんと深いことでしょう。 神のさばきは

なんと知り尽くしがたく、 神の道はなんと極めがたいことでしょう。

34, 「だれが主の心を知っているのですか。 だれが主の助言者になったのです

か。

35, だれがまず主に与え、 主から報いを受けるのですか。」

36, すべてのものが神から発し、 神によって成り、 神に至るのです。 この神に、

栄光がとこしえにありますように。 アーメン。

「神がすべての人を不従順に閉じ込めた意味」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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メッセージ要約
★先週の内容からまず振り返ります。

●先週の振り返り　　

★ 「限りなく厳しく限りなくいつくしみ深い神」

１、 主はユダヤ人も異邦人も互いの弱さを救いへ導くために用いられる

２、 すべての人は、 神の木の幹に接ぎ木されなければ豊かな実を結べない。

３、 神はすべての人をえこひいきすることなく救いへ導くためキリストに対する恵みと信仰によって義と認められる。

　先週は神の民とされたユダヤ人の弱さも、 異邦人の弱さも、 神様の手にあっては、 互いの救いの為に用いられてしまう

ということを学びました。

　異邦人たちから救われる人が多くなった時、 高慢になる異邦人クリスチャンたちが出てきたのです。 そこで、 本来神の

救いの偉大なご計画は、 ユダヤ人たちに語られたことを語りました。 本来神様の根と幹は、 ユダヤ人たちの血筋に与え

られており、 そこに正しく枝としてユダヤ人たちはつながり実を結んでいたのです。

しかし、 純粋なオリーブの木の幹につながっていたユダヤ人たちも、 その栄養の元である木の幹から離れた時に、 実を結

ばなくなってしまうのです。 異邦人は野生のオリーブの木にたとえられ栄養がなく、 実を結ばない枝でした。 しかし、 その

枝が、 栄養たっぷりの神の育てるオリーブの木の幹に接ぎ木されたことによって、 異邦人の枝も立派に実を結び始めてい

たのです。 　

　野生種のオリーブの木の枝 （異邦人） は、 栄養たっぷりの神の育てるオリーブの木に接ぎ木されたから実を結ぶことがで

きてたのです。 しかし、 この時起こっていた問題は、 異邦人が高慢になっていたのです。

　そこでパウロは、 今日の個所で、 ユダヤ人も、 異邦人も、 不従順がることを示され、 どちらも人間の力で完璧になれな

いようにされた意味を語られたのです。

１、 知ってほしい神の奥義 （ムステリオン） 秘められた計画 （新共同訳）

このポイントの結論から言いますと、 この秘められた奥義とは、 もともと神から離れ不従順に生きていた異邦人の救いの

計画のことです。 そのために、 神の選びの民であるユダヤ人たちが神の言葉を忠実に守ってきたのです。 しかし、 このイ

エスキリストによってすべての人を救いへ導くご計画は、 預言者を通して語られてきたのですが、 ユダヤ人達は正しく理解

することができずに秘められていたのです。 だからこそ、 神の奥義であるのです。

しかし、 この当時キリストの十字架の救いの計画に触れ、 救われた多くの異邦人たちが、 素直に受け入れないユダヤ人

たちより知恵あるものと誤解し、 高慢になるものが多くなっていたのです。 そこでパウロは、 異邦人のあなた方は自分た

ちの知恵で救いへ導かれたのではないことを語られたのです。

パウロは、 もともとの神様の選びと計画は変わることがないことを旧約聖書を用いて示されました （２６節～２９節）。 イス

ラエルの民こそが神の選びの民であること。 その民が、 かたくなになった理由は、 異邦人の救いが達成されるまでの間

であるのです。 だからこそ、 異邦人から救われたクリスチャンが高慢になってはならないことを語っています。 しかし、 また

この異邦人から救われる人が起こされたことを通して、 ユダヤ人たちは妬みの罪を犯し、 さらに神に対して不従順にさせら

れているのです。 このところから学ぶところは結局神の選ばれた民であろうと、異邦人であろうと、どちらも神様の前では、

同じ罪びとであるということです。

２、 ユダヤ人たちは福音に関しては敵対しているが、 神に選ばれた民であることは変わらない。

　異邦人クリスチャンたちは福音に関してかたくななユダヤ人たちに対して自分たちは悔い改め福音を信じているものとして

高慢になりつつあったのです。 そこでパウロは、 神様の選びは変わらないことを語られたのです。 ユダヤ人たちを神の民

として選んでくださったことによりそこから、 すべての人にこの福音が告げ知らせられているご計画は何ら変わらないとい

うことです。 だからこそ、 あとから素直に信じたことも、 神様の恵みで与えられたこととして、 決して高慢になってはいけ

ないということなのです。

３、 すべての人をあわれるために、 神はすべての人を完璧にされず不従順さを与えられた。

　神様の救いのご計画はとても偉大なものです。 私たち人間を神に似せて作り、 知恵を与えて下さいました。 しかし、 神を

超えられないことを忘れてはならないのです。 しかし人間は、 ただ生かされている存在知恵も与えられたにすぎないにもか

かわらず、 高慢になってしまうのです。 そこから罪は始まるのです。 与えられた知恵を正しく用いるためには、 神様から目

をそらしてはならないのです。 人が人を支配することがないように、すべての人を不従順に閉じ込められたのです。 それは、

すべての人が、 神の愛によって生かされ愛されていることを知り、 救いを受け入れるためのご計画だったのです。

４、 神によって成り、 神に至ることを忘れてはならない。

　私たち人間の救いの計画は、 神によって成ることを忘れてはならないのです。 私たちの力でできることではないのです。

恵みとして私たちに与えられたものであることを覚え、 日々感謝し、 私の考えを伝えるのではなく、 神の御言葉をお伝え

する私たちクリスチャンでありたいです。

　

●まとめ　

★ 「神がすべての人を不従順に閉じ込めた意味」

１、 神様のご計画はすべてに意味があることを探らせるため。

２、 神の知恵と知識の富はとても深く、 私たちの理解を超えていることを知るため。

３、 すべての人が、 神の前で謙虚になり、 罪を悔い改めるため。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原市場聖書教会牧師　若村和仁-6-



　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 7 月　1日（水）

 6 月 28 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　３人　　　　　　　　　　　　　３人

礼　　　　　拝   　３人    　５人   １３人　   ２１人

　　　　　　　　　（礼拝はオンライン参加者６名を含む）

夕　　礼　　拝　　 　　　　 お休みでした。

祈　　り　　会　　 　　　    １人　　 ２人　　　 ３人

報　　　　告

本日午後の予定

７月の誕生日

次週（7月 12 日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　  

聖　　書 ： ローマ１２章１節～８節　

説　　教 ： 「神に喜ばれ、 御心を知るためには？」　若村和仁師　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 「God bless you」　　　今月の賛美 「Oh Give Thanks」

　　　　　　　　聖歌２９９、 聖歌３３２、 聖歌５２１、 聖歌３８３

受　　付 ： 渡辺恵姉　　献金感謝祈祷 ： 渡辺愛秀兄

☆７月１９日（日）関久美子姉送別愛燦会の時を持ちたいと思います。 ご家族の都合で２６日（日）
　　に引っ越しされることとなりました。 新しい地での生活が守られるようお祈りください。

集会案内

礼　　　　拝　　　 　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
 7月12日(日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　   9:30 ～ 10:15

☆聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆夏期特別献金の封筒をご用意いたしました。 祈り心をもってお献げくだされば感謝です。

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:00 7月 8日 (水）

☆礼拝後の昼食会はコロナ問題が落ち着くまでお休みいたします。

こひつじタイム (子育ての学び）会費 300 円 10:30 ～ 13:00 頃

・ ７月７日～７月１０日 （火～金） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）

☆体調不良の方は、礼拝出席を無理せず zoom にて礼拝を中継いたしますのでご利用く
  ださい。また、礼拝堂に入られる時には、手の消毒をよろしくお願いいたします。
★７月以降の予定
　昼食は７月中もお休みいたします。zoom での礼拝中継はしばらく継続する予定です。
★礼拝以外の集会予定
　・祈り会は６月より再開いたしました。
　・赤毛のアンは 9月から再開予定です。
　・こひつじタイムは７月第一火曜日より再開いたします。

☆礼拝中の席は、お隣と空間を空け、ゆとりをもってお座りください。

　原市場聖書教会の教会員の方々にはおられませんでした。

・ ７月９日 （木） hi-b.a. 所沢オンライン集会 （場所 ： オンラインにて）

・ ７月１０日 （金） hi-b.a. 川越オンライン集会 （場所 ： オンラインにて）

 7月 7日 (火）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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